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１．はじめに 
近年、わが国は急速な高齢社会を迎え、「高度化」「多

様化」していく高齢者ニーズに対応した効率的な高

齢者福祉基盤整備が求められている。一方、地方分

権化が進むに伴い、地方都市は都市整備事業の立ち

遅れ、財源の減少等の問題が深刻化し、地域の求め

る事業が好機を逸する場合も多くなっている。この

ような状況下で、「地域が本当に望むものなら地域の

力で整備する」また、「地域が事業参画する」ことが、

地域の求める事業が好機を逸することなく整備され、

その恩恵を最大限享受できる効率的な実現化に有効

であると考える。 

そこで本研究では、今後の高齢社会に対応すべく、

「健康づくり・介護予防等の福祉施策」や「高齢者

や地域の人々の趣味や交流の場」といった地域のニ

ーズを満たし、高齢者をはじめとする地域の人々が、

元気に安心して日常生活を送ることができる地域の

形成を目指すこととした。遊休・低利用地域施設の

有効利用、また地域参加による出資・経営というア

イディアを用い、リハビリテーション施設や趣味・

交流拠点施設、地域活動拠点施設を導入した地域の

人々のための地域福祉施設整備事業計画案を策定し、

滋賀県草津市を対象とし実証的検討を行った。 
 

２．地域参加型地域福祉施設整備に関する考察 
（１）地域福祉施設コンセプトに関する検討 

 快適で安定的な社会とそこでの魅力的な生活環境

を創造するため、高齢者をはじめとする地域住民の

ための望ましい環境づくりを行うことは有意義であ

ると考える。また、地域は高齢者をはじめとする住

民にとって、長い人生の中で様々な社会的、経済的

関係と深く関わる生活の基盤である。したがって、

地域における高齢者福祉を充実していかなければな

らないと考える。そこで、地域住民の生活環境向上

のための施策として、福祉機能を有した地域交流拠

点施設としての「地域福祉施設」を構想した。 

そこでは、退職された方も含め、健康老人の方が

元気に若い頃と同じように、楽しみながら日常生活

を送れるようにするため、身体機能の低下を防止す

ること、すなわち健康維持のできる「場」を準備す

ることを考えている。同時に、地域の人々がゆっく

り楽しめる趣味・交流の場として、生涯学習教室等

の活動が出来る施設も設置しようと考えている。 
さらに、市民団体の事務所等、地域活動の拠点と

しての機能や地域の活動・イベント等の情報を得る

ことができる地域情報拠点としての機能を兼ね備え

ることとする。 

（２）地域参加型での事業実施に関する検討 

地域福祉施設における事業実施および運営に関し

ては地域参加型で行うものとする。すなわち、地域

住民が事業実施への参加・協力として出資すると共

に、事業の構想・計画段階において、意向やニーズ

を取り入れる形で地域が事業に参画することとする。

さらに、地域住民を組織化し、地域企業として事業

に参加させることで、地域のニーズにマッチした柔

軟な運営ができ、経営の合理化を図ることが出来る

と考えられる。 

（３）事業財源不足問題を解決する施設整備実現化の

アイディア‐遊休・低利用地域施設の利・活用の提案- 

本研究では、滋賀県草津市における遊休・低利用

の自治会館施設に着目し、地域福祉施設導入に関す

る事業実現性の検討を行った。 

地方自治体の財源が逼迫した現在では、投資によ

る負担の少ない形で施設整備することが求められる

ため、このような稼働率の低い地域施設を転用し、

これから増えるであろう福祉へのニーズに対応する

為の福祉施策として、有効活用することは有意義で

あると考える。また、地域保有の財産である遊休地

域施設や低利用空間を、地域に受け入れられる形で、

且つ地域発展に貢献するような利・活用方策に転換 
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することで、住民の納得と協力が得られ、合意形

成を担保できると考えられる。 

本研究の対象地である南笠公民館は地域の自治会

館として多大な建設費をかけて建設され、現在ラン

ニングコストとして約600万円/年を必要とする。し

かしながら、施設利用者は少なく、南笠町の財産区

財産で賄われるランニングコスト等が地域の負担と

なる状況も考えられるため、地域の運営負担を軽減

できる意味でも地域福祉施設への活用方策は有効な

地域事業であると考える。また、既存建築物を活用

することによって、用途転換に伴う改修費を必要と

するが施設建設費を大幅に削減できるため、その結

果、事業の初期投資による地域経営・運営の負担が

軽減され、事業リスクも小さくなると考えられる。

さらに、高齢者を始めとする地域住民に、多様なサ

ービスを低価格で提供しても十分採算の取れる事業

となりうると考えられる。 

 
３．地域福祉施設整備事業構想に関する実証的検討 

（１）地域福祉施設整備計画モデルの定式化 

高齢者を中心とした地域の人々のための地域福祉

施設整備を進める上での支援情報の１つとして、こ

こでは、施設規模に対する満足度を評価尺度とし、

これを最大化するモデルを構築した。各施設内容、

規模に対する評価を定量的に表現するため、図 1に

示すような非線形の効用関数を用い、地域福祉施設

整備計画モデルを定式化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地域福祉施設整備計画モデルの定式化 

 

 

（２）地域福祉施設の整備計画モデルの適用結果 

本研究では、滋賀県草津市における地域福祉施設

整備事業構想として、総事業コストを抑制し事業成

立性が高く、施設利用者の満足度が最大である施設

整備計画を立案することを目指した。各施設の満足

度と地域福祉施設の総合満足度は表 1に示す通りで

ある。 

表１ モデル分析結果（満足度） 

 

 

各施設の効用を見てみると花壇が最も高く、次い

で運動場、ラウンジスペースとなった。逆に効用が

最も低かったのは、地域情報拠点施設であり 4.09

という結果となった。このことから、地域の人々は、

地域情報拠点としての役割を求めているのではなく、

趣味・交流拠点としての役割に重点を置いているこ

とが分かった。 

以上の事より、地域の人々との交流を目的とした

施設内容があり、かつ趣味に打ち込めるような施設

を望む人が多く存在していると言える。 

 

４．おわりに 

本研究では「地域が本当に望むものなら地域の力

で整備する」という考えの下、地域が運営・経営す

る地域企業を構想した。さらに、滋賀県草津市にお

ける実証的研究を行い、その結果、地域のニーズを

満たした地域福祉施設整備構想が提案できたと考え

る。 
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各施設の満足度 各施設の整備面積 （㎡）
運動場 6.052125855 2950
花壇 6.248723528 200

リハビリテーション施設 4.472013375 400
心理面サポート施設 5.067790538 40
地域情報拠点施設 4.086965004 35

和室 5.125131222 51.82343692
洋室 5.524178039 53.58155711

多目的ホール 5.225292878 160
調理室 4.347419809 50.99500598

ラウンジスペース 5.692954035 120
地域の集会所 4.351715301 45

地域福祉施設の総合満足度
5.76721458
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